
新型コロナウイルス感染症の
5類感染症への移行後の
対応に係る留意点
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第60回千葉県新型コロナウイルス感染症対策本部会議（３月３０日開催）資料より抜粋

項目 現在の対応（５月7日まで） ５類移行後の対応（５月８日以降）

発熱外来の確保
・必要な方が速やかに受診・検査ができるように、発熱外来を
確保

・５類移行に向けた感染対策等の技術的支援
「外来対応医療機関」として、発熱外来を確保・公表

陽性者登録センター
医療機関受診者、自己検査者向け各最大５０００件/日対応できる
体制

終了（定点医療機関からの報告となる。また、自宅待機・療養に係
る法的根拠がなくなるため。）

自宅療養者フォローアップ
センター（FUC)の設置

日中約150名、夜間約30名の体制で対応（感染状況に応じて調整） 自宅待機・療養に係る法的根拠がなくなるため、FUCは終了。
陽性者からの電話相談と発熱者等の相談については、『新型コロナ
ウイルス感染症に関する相談窓口』として継続する。

保健所の体制強化 発熱相談コールセンターの運営

感染症の搬送体制の確保 入院・外来等全ての搬送種別に対応 原則終了（法的根拠がなくなるため）

保健所体制 新型コロナウイルス感染症医療調整センター（MCC）の運営 終了（法的根拠がなくなるため）

入院調整 保健所の管轄を超えた広域入院調整を実施 国の事務連絡の内容を踏まえ、必要な対応を検討

高齢者施設等の早期発見の
ための検査体制整備

高齢者施設・障碍者施設に検査キットを配布し、従事者や新規入
所者等に対し、頻回検査を実施

感染状況等に応じて判断

クラスターが発生した
施設等への専門家派遣

感染拡大防止を図るため、専門的知見を有する医師、看護師等を
施設に派遣し、感染症対策を実施

継続

感染者情報の公表 新規感染者数・集団発生事例・死亡者に関する内容を毎日公表 感染者数は定点把握（週単位）疾患として県衛生研究所による公表

感染者情報の管理 発生届出のあった患者の療養状況を日々管理 終了（法的根拠がなくなるため）

濃厚接触者の行動制限に
ついて

同一世帯内やハイリスク施設で感染者が発生した場合は、濃厚接
触者の行動制限を求める

終了（法的根拠がなくなるため）

学校における感染症対策
〇移行後の疑問や不安の解消を図るために、マスクの着脱など、正しい情報を的確に提供する体制。
〇保護者向け電話相談窓口を新設（対応期間は4/6～7/31、県独自）。



Q.5類移行後はどこで受診できますか？

A.発熱外来に限定されていた受診・診断は、一般的な医療機関の
外来対応に変更となります。

今まで受け入れていなかった医療機関に対し、「動線確保」や「時
間差受診」など感染対策の助言・相談等技術的支援を進めていま
す。

現在、香取海匝医療圏内では、旭中央病院主催のzoom勉強会を
行っています。

項目 現在の対応（５月7日まで） ５類移行後の対応（５月８日以降）

発熱外来の確保

・必要な方が速やかに受診・検査がで
きるように、発熱外来を確保

・５類移行に向けた感染対策等の技術
的支援

「外来対応医療機関」として、発熱外来を確
保・公表



感染対策や
診療方針に
関する厚生
労働省の啓
発資材の
一部



Q.医療機関で陽性者に渡していたA票

・B票の取り扱いは？

A.陽性者登録センターがなくなるので、

A票及びB票は、なくなります。

項目 現在の対応（５月7日まで） ５類移行後の対応（５月８日以降）

陽性者登録センター
医療機関受診者、自己検査者向け各最大
５０００件/日対応できる体制

終了（定点医療機関からの報告となる。また、
自宅待機・療養に係る法的根拠がなくなる
ため。）

医療機関の皆様
は、5月8日以降
は、渡さないでく
ださい！



Q.陽性者の症状悪化時や、感染を疑う場合の相談先はなくなって

しまうのですか？

A.自宅療養者フォローアップセンター（FUC）と発熱相談コール

センターを統合したような『新型コロナウイルス感染症に関す

る相談窓口』を新設し、当面対応します。

項目 現在の対応（５月7日まで） ５類移行後の対応（５月８日以降）

自宅療養者フォローアッ
プセンター（FUC)の設
置

日中約150名、夜間約30名の体制で対
応（感染状況に応じて調整）

自宅待機・療養に係る法的根拠がなくなる
ため、FUCは終了。
陽性者からの電話相談と発熱者等の相談
については、『新型コロナウイルス感染症
に関する相談窓口』として継続する。

保健所の体制強化 発熱相談コールセンターの運営



Q.医療調整センター（MCC）がなくなると、患者が増大し、入院

病床ひっ迫時には、入院調整はどうなるか？

A.医療機関同士での調整を基本とする。広域な入院調整は、県病

床調整本部が支援を実施する（9月末まで）。

G-MIS（新型コロナウイルス感染症医療機関等情報支援システム）を活用して受入れ可能

病床を把握する？ ←G-MIS導入医療機関が少ないのが課題！

項目 現在の対応（５月7日まで） ５類移行後の対応（５月８日以降）

感染症の搬送体制の確保入院・外来等全ての搬送種別に対応 原則終了（法的根拠がなくなるため）

入院調整
保健所の管轄を超えた広域入院調整を実
施

国の事務連絡の内容を踏まえ、必要な対応
を検討

保健所の体制強化
新型コロナウイルス感染症医療調整セン
ター（MCC）の運営

終了（法的根拠がなくなるため）



Q. 高齢者施設への検査キット配布は、継続予定があるか？

A．県では、「頻回検査事業（案）」として、継続の意向とのこと。

Q.施設内で陽性者が出た場合やクラスター事案発生時に、

今までのようにPCR検査は保健所で実施できるのか？

A.集中的検査を保健所で実施する場合は、行政検査として取り

扱える。

項目 現在の対応（５月7日まで） ５類移行後の対応（５月８日以降）

高齢者施設等の早期発見
のための検査体制整備

高齢者施設・障碍者施設に検査キットを配
布し、従事者や新規入所者等に対し、頻
回検査を実施

感染状況等に応じて判断

クラスターが発生した施
設等への専門家派遣

感染拡大防止を図るため、専門的知見を
有する医師、看護師等を施設に派遣し、
感染症対策を実施

継続



Q.5類感染症になると、新規感染者数が分からなくなってしまう。

感染拡大が始まっているのか、知りたいのだが・・・。

A.感染者数の全数把握は終了となる。

定点報告で発生動向を見ることができる。

千葉県衛生研究所の週報による公表となる。

項目 現在の対応（５月7日まで） ５類移行後の対応（５月８日以降）

感染者情報の公表
新規感染者数・集団発生事例・死亡者に関
する内容を毎日公表

感染者数は定点把握（週単位）疾患として県
衛生研究所による公表



定点把握とは・・・

【目的】

定点サーベイランスは、流行の傾向（トレンド）
と水準（レベル）を把握するため。

千葉県では、２１５カ所のインフルエンザ定点医
療機関を指定届出医療機関としています。

海匝保健所及び香取保健所では、それぞれ６カ
所指定しています。

COVID-19が５類感染症移行後は、既存のイ
ンフルエンザ定点で、インフルエンザ及び
COVID-19と診断された年齢階級別・性別の
患者数について週１回の報告をお願いする。



例えば、２０２３年第１４週のインフルエンザ定点集計グラフより

千葉県感染症情報センターのホームページ

URL.

https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/index.html



項目 現在の対応（５月7日まで） ５類移行後の対応（５月８日以降）

感染者情報の管理
発生届出のあった患者の療養状況を日々
管理

終了（法的根拠がなくなるため）

濃厚接触者の行動制限に
ついて

同一世帯内やハイリスク施設で感染者が
発生した場合は、濃厚接触者の行動制限
を求める

終了（法的根拠がなくなるため）

学校における感染症対策
〇移行後の疑問や不安の解消を図るために、マスクの着脱など、正しい情報を的
確に提供する体制。

〇保護者向け電話相談窓口を新設（対応期間は4/6～7/31、県独自）。

Q.今までは、感染した場合、発症日の翌日から７日間経過し、

かつ症状軽快後２４時間経過しないと登校できませんでした。

児童生徒の出席停止期間は、緩和されるのでしょうか？

A.今後改正される文部科学省令に基づき対応することとなります。

感染症法上の自宅療養期間は、なくなります。



新型コロナウイルス感染症の５類移行後の療養機関の考え方等に
ついて（厚生労働省新型コロナ対策推進本部事務連絡より）












